
【
７
月
】

１
日
（
金
）
甲
賀
市
教
委
、
幼
保
・
小
中

学
校
再
編
検
討
協
議
会
が
市
内
２

地
域
で
発
足
す
る
と
発
表
。

５
日
（
火
）
県
教
委
、
体
罰
防
止
研
修
会
。

13
年
度
か
ら
年
２
回
開
催
し
て
い

る
。

７
日
（
木
）
大
津
市
の
い
じ
め
対
策
常
設

外
部
委
員
会
「
大
津
の
子
ど
も
を

い
じ
め
か
ら
守
る
委
員
会
」
、
15

年
度
の
活
動
報
告
。

８
日
（
金
）
大
津
市
は
市
立
幼
稚
園
全
34

園
に
つ
い
て
、
17
年
度
か
ら
４
年

か
け
て
３
年
保
育
を
実
施
し
、
適

正
規
模
に
満
た
な
い
園
は
再
編
す

る
と
い
う
計
画
案
を
発
表
。
23
年

度
に
は

大
で
26
園
に
再
編
さ
れ

る
。

10
日
（
日
）
第
24
回
参
院
選
投
開
票
。
県

内
投
票
率
は
56
・
52
％
で
、
注
目

の
18
、
19
歳
の
投
票
率
は
53
・
33

％
（
抽
出
）
。

15
日
（
金
）
熊
本
地
震
を
受
け
中
国
地
方

の
学
校
が
滋
賀
県
内
に
修
学
旅
行

先
を
振
り
替
え
る
例
が
相
次
い
で

い
る
。
学
習
目
的
は
「
民
泊
」
と

「
環
境
学
習
」
。

20
日
（
水
）
東
近
江
市
の
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
で
２
０
１
２
年
、
体
罰

で
女
子
部
員
に
け
が
を
さ
せ
た
と

し
て
傷
害
の
罪
に
問
わ
れ
た
指
導

者
３
人
に
、
大
津
地
裁
は
求
刑
通

り
罰
金
刑
の
判
決
。
（
控
訴
せ
ず
、

判
決
確
定
）

21
日
（
木
）
18
年
度
の
小
学
校
で
の
英
語

教
科
化
に
向
け
、
県
教
委
は
10
月

か
ら
滋
賀
大
教
育
学
部
で
の
講
習

に
よ
る
、
現
職
教
員
の
英
語
免
許

取
得
を
促
進
。

25
日
（
月
）
長
浜
市
教
委
、
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
に
向
け
た
基
本
構
想
を

発
表
。
西
浅
井
、
余
呉
、
虎
姫
を

推
進
地
域
に
。

26
日
（
火
）
中
学
校
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
」
英
語
授
業
を
め
ざ
す

大
津
市
、
４
名
の
中
学
校
英
語
教

員
を
14
日
間
の
日
程
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
語
学
研
修
に
派
遣
。

28
日
（
木
）
大
津
市
総
合
教
育
会
議
で
市

長
は
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
の
た

め
、
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
指

導
の
外
部
委
託
の
検
討
を
示
唆
。

【
８
月
】

４
日
（
木
）
県
教
委
、
組
み
体
操
で
安
全

確
保
に
向
け
た
教
員
向
け
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
。

・
文
科
省
学
校
基
本
調
査
速
報
、
県

内
高
校
を
今
春
卒
業
し
た
生
徒
の

大
学
進
学
率
は
、
０
・
５
ポ
イ
ン

ト
減
の
55
％
で
７
年
連
続
前
年
度

を
下
回
っ
た
。
一
方
、
就
職
率
は

18
％
で
、
０
・
５
％
減
な
が
ら
全

国
平
均
は
上
回
っ
た
。
因
み
に
、

高
校
進
学
率
は
０
・
１
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
99
％
に
達
し
過
去

高
。

６
日
（
土
）
～
８
日
（
月
）
２
０
１
６
年

日
本
生
活
教
育
連
盟
第
68
回
夏
季

全
国
研
究
集
会
（
大
津
市
）

10
日
（
水
）
県
教
委
は
、
県
立
学
校
全
日

制
普
通
科
の
入
試
制
度
が
全
県
一

区
制
と
な
り
10
年
が
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
制
度
の
成
果
や
課
題
を

検
証
す
る
と
表
明
。

18
日
（
木
）
草
津
署
は
学
習
塾
「
Ｅ
Ｑ
総

研
」
の
経
営
者
と
講
師
の
２
人
を
、

塾
生
の
女
子
高
生
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
し
た
と
し
て
逮
捕
。

21
日
（
日
）
民
研
２
０
１
６
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
（
大
津
市
）

26
日
（
金
）
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部

の
生
徒
を
対
象
に
し
た
職
業
技
能

検
定
「
し
が
し
ご
と
検
定
」
が
今

月
、
初
め
て
本
格
実
施
。
（
主
催

県
教
委
）

28
日
（
日
）
「
滋
賀
の
障
害
児
教
育
を
よ

く
す
る
会
」
が
子
育
て
学
習
会
。

同
会
で
は
障
害
児
教
育
の
環
境
改

善
を
求
め
て
９
月
か
ら
署
名
活
動

を
実
施
。

30
日
（
火
）
長
浜
市
、
市
内
全
小
学
校
を

対
象
に
し
た
給
食
の
無
料
化
を
始

め
た
。
県
内
初
の
と
り
く
み
。

・
文
科
省
、
８
月
に
実
施
し
た
16
年

度
第
１
回
高
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
（
旧
大
検
）
結
果
発
表
。
滋
賀

は
47
人
が
合
格
。

（
丹
部
）

先
日
、
あ
る
中
学
校
の
先
生
か
ら
こ
ん

な
話
を
聞
い
た
。
職
員
室
で
研
修
で
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に
行
き
た
い
な
あ
と
話
し
て

い
た
ら
、
そ
ば
に
い
た
若
い
先
生
が
「
そ

れ
何
で
す
か
？
」
と
問
う
の
で
簡
単
に
説

明
し
た
と
こ
ろ
「
先
生
、
刑
務
所
見
学
が

趣
味
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
極
端
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ

が
若
い
先
生
？
の
現
状
か
。
若
い
世
代
と

い
か
に
繋
が
る
か
。
野
口
さ
ん
や
村
川
さ

ん
の
記
事
か
ら
も
、
そ
の
大
事
さ
以
上
に

切
実
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。（

Ｙ
・
Ｋ
）
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福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、
全
国
で
脱

原
発
に
向
け
市
民
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

市
民
運
動
が
持
続
的
に
展
開
し
て
い
る
こ

と
、
活
発
な
学
習
運
動
を
伴
っ
て
い
る
こ

と
、
市
民
運
動
が
先
導
し
て
既
成
の
運
動

が
合
流
し
た
こ
と
、
戦
争
法
に
反
対
す
る

市
民
運
動
の
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
こ
と
、

な
ど
日
本
の
社
会
運
動
史
上
か
つ
て
な
い

地
平
を
切
り
開
き
ま
し
た
。

若
狭
湾
原
発
に
隣
接
す
る
滋
賀
県
で
も

多
彩
な
市
民
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

び
わ
湖
の
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
危
機
感

を
共
有
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
当
初
、

市
民
は
日
本
の
電
力
の
３
割
を
占
め
る
原

発
の
全
廃
を
叫
ぶ
の
に
は
躊
躇
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
２
０
１
２
年
の
夏
に
原
発
が

全
く
稼
働
し
な
く
て
も
電
気
は
足
り
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
と
、
市
民
は
原
発
再
稼

働
反
対
に
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。

市
民
運
動
は
行
政
に
も
影
響
を
与
え
、

滋
賀
県
の
県
政
は
及
び
腰
と
は
い
え
、
他

府
県
に
比
べ
て
原
発
問
題
に
積
極
的
な
姿

勢
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
他
県
に
比
べ
て
脱
原
発
の
市
民

運
動
へ
の
参
加
者
に
若
い
層
が
少
な
く
、

中
高
齢
層
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
若
者
や
学
生
や
高
校
生
に
ど
う
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
ら
良
い
か
、
工
夫
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

先
日
、
高
校
に
お
け
る
原
発
問
題
の
授

業
実
践
に
つ
い
て
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
原
発
へ
の
賛
否
を
考
え
さ
せ
る
授
業

の
よ
う
で
す
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、

教
科
書
や
教
材
が
も
っ
ぱ
ら
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
か
ら
の
視
点
に
終
始
し
、
原
発

の
危
険
性
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
大
切
で
す
が
、
私

た
ち
市
民
運
動
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、

何
よ
り
も
地
域
の
生
活
の
問
題
で
あ
り
、

そ
こ
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
宝
で
あ
る
び

わ
湖
が
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
れ
ば
、
近
江

の
故
郷
は
終
わ
り
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
放
射
能
に
よ
る
地
域
の
環
境
汚

染
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
健
康
被
害
な
の

で
す
。
重
大
事
故
が
起
こ
れ
ば
住
民
は
放

射
能
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
す
ぐ
に
避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
だ
ち
に
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
服
用
し
て
甲
状
腺
が
ん
を
防
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
廃
棄
の
困
難
さ
も
、

放
射
能
の
健
康
被
害
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
点
が
深
め
ら
れ
な
い
と
、
原
発
問
題

と
は
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
は
「
原
発
と
い
の
ち
を
考
え
る
」

と
い
う
パ
ン
フ
を
作
っ
て
普
及
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
「
原
発
と
事
故
」
「
放
射
線

と
健
康
」
「
原
子
力
政
策
」
と
広
い
視
点

か
ら
16
項
目
の
ト
ピ
ッ
ク
を
基
に
編
集
し

た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
市
民
運
動
が
生

み
出
し
た
パ
ン
フ
を
、
中
学
生
・
高
校
生

が
考
え
る
た
め
の
素
材
と
し
て
役
立
て
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
の
ぐ
ち

ひ
ろ
し
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2016年

7月
8月

・脱原発市民運動と学校教育

／野口 宏 …P1

・戦争展 in 湖東

／村川 英幸 …P2,3

・戦後滋賀の学校史～原点から展

望する～／木全 清博 …P4,5,6

・今、学校で・・・「はじめに子

どもありき」を教育活動の柱に

／斎藤 隆心 …P7

・滋賀の教育動向 7・8月 …P8
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ネ
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